
                  

 記者発表資料  

平 成 ３ １ 年 １ 月 １ ０ 日 

国土交通省東北地方整備局 

小 名 浜 港 湾 事 務 所 

２月６日（水）、「相馬港の利活用を考える 

シンポジウム」を開催します 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

〔開催概要〕 
１．日    時 平成 31 年 2月 6日(水) 15：00～17：00 
２．場    所 Guesthouse HILL TOP エヌリゾート福島（別館 フェリーチェ） 

（住所：福島県相馬市馬場野字福迫 391-2） 
３．実施体制  
  ◆主催：国土交通省 東北地方整備局 

(小名浜港湾事務所、福島河川国道事務所、磐城国道事務所) 
    ◆共催：福島県相馬港利用促進協議会 ほか 

４．主な内容 
  ◆特別講演（15:10～）   「港湾の中長期政策（port2030）と相馬港への期待」 
        国土交通省東北地方整備局 港湾空港部長 酒井 浩二 
◆基調講演（15:35～）   「福島県内における企業等の海外展開動向」 

    講師 日本貿易振興機構（ジェトロ）福島貿易情報センター所長 中川 明子 氏 
  ◆パネルディスカッション（16:00～） 
   ・テ ー マ： 「相馬港の優位点や将来像などについて」 
   ・コーディネーター：福島大学 経済経営学類 国際地域経済専攻 准教授 吉田 樹 氏 
   ・パネリスト：相馬商工会議所 会頭 草野 清貴 氏 
               井本商運株式会社 代表取締役社長 井本 隆之 氏 
               株式会社アイ・テック 相馬支店長 大久保 裕之 氏 
               国土交通省東北地方整備局 港湾空港部長 酒井 浩二 

５．取材の申し込みについて 
別紙②申し込み様式にてお願いします。 

《別添資料》別紙①：開催案内チラシ 別紙②：取材申し込み用紙 

【お問い合わせ先】 

国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事務所 企画調整課  佐藤
さ と う

・寺島
て ら し ま

 

ＴＥＬ：０２４６－５３－７１４２ ／ ＦＡＸ：０２４６－５３－２９１２ 
 

【投込先】福島県政記者クラブ、南相馬記者クラブ     

相馬港では、沖防波堤の災害復旧事業が完了する一方で、相馬・福島復興道路などのネット
ワーク網整備が進んでいます。これにより、アクセス性や利便性が向上するなど、相馬港を取り巻
く環境が震災前と大きく変わりつつあることから、新たな企業が進出しており、今後も企業立地エリ

アや交流人口の更なる拡大が期待されております。 
本シンポジウムは、相馬港の利活用をテーマとして、広く福島県内陸も含めた地域経済の活性

化を目的に開催します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考えるシンポジウム 
相馬港の復旧事業が完了する一方で、相馬－福島道路の整備により、相馬港へのアクセス・ 

利便性が改善され、新たな企業の立地が進むなど、相馬港を取り巻く環境は震災前と比べて 

変わりつつあり、相馬港の利用可能な企業立地エリアや、交流人口の拡大が期待されています。 

今後、相馬港を核とした周辺市町村の活性化を通じた復興が強く求められていく中、 

当シンポジウムは、利活用の視点から、相馬港の更なる活性化について考えるために開催するものです。 

日
時 

Guesthouse HILL TOP 

エヌリゾート福島 

別館フェリーチェ ２/６ 水 
平成 31年 場

所 

入場無料 

15：00～17：00 
（開場：14：00） 

特別講演 

演 題 「港湾の中長期政策（PORT2030）と相馬港への期待」 
国土交通省東北地方整備局 港湾空港部長 酒井 浩二 

演 題 「福島県内における企業等の海外展開動向」 
日本貿易振興機構（ジェトロ）福島貿易情報センター所長 中川 明子 氏 

パネルディスカッション 
テーマ 「相馬港の優位性や 

福島大学 経済経営学類  
コーディネーター 

将来像などについて」 

国際地域経済専攻 准教授 吉田 樹 氏 

お問い 
合わせ 

国土交通省東北地方整備局 小名浜港湾事務所 
TEL: 0246 - 53 - 7142（企画調整課） 

Umito 0246 

HP 

mail pa.thr-i-onahama@mlit.go.jp 

http://www.pa.thr.mlit.go.jp/onaha

ma/ 

会場アクセス 

相馬港の利活用を 

相馬IC

121

121

34

115

115

６

６
相馬市役所◎

相馬消防署 火

●カインズホーム

●ケーズデンキ

ヤマダ電機●

×相馬警察署

６

相
馬
バ
イ
パ
ス

●福島地方裁判所

相馬市馬場野字福迫391-2

エヌリゾート福島

TEL:0244 - 36 - 4888

＜JR常磐線・相馬駅から

会場

●相馬中央病院

車で約７分＞

＜常磐自動車道・相馬ICから
車で約８分＞

基調講演 

別紙①  
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Program Profile 

１５：００ 開会 （１４：００受付開始） 

１５：０１ 主催者挨拶 

来賓挨拶 

１５：１０ 特別講演 「港湾の中長期政策(PORT2030) 

(（Port2030）（P( 

ort2030）」 

と相馬港への期待」 

酒井 浩二 

１５：３５ 基調講演 「福島県内における 

企業等の海外展開動向」 

中川 明子 氏 講師 

１６：００ パネルディスカッション 
「相馬港の優位性や将来像などについて」 

吉田 樹 氏 コーディネーター 

パネリスト 

相馬商工会議所 会頭 

井本商運株式会社 代表取締役社長 

草野 清貴 氏 

井本 隆之 氏 

株式会社アイ・テック 相馬支店長 大久保 裕之 氏 

国土交通省東北地方整備局 港湾空港部長 酒井 浩二 

１７：００ 閉会 

参加申込書 締め切り：１/２３（水） 
国土交通省東北地方整備局 小名浜港湾事務所 

FAX．0246 - 53 - 2912 
 mail pa.thr-i-onahama@mlit.go.jp  住所 福島県いわき市小名浜字栄町 65 必要事項を記入の上、FAX または E-mail でお申込ください 

①

②

③

E-mail： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

貴団体名

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＴＥＬ ＦＡＸ（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏　　　名（フリガナ） 役　　　職

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

中川 明子（なかがわ あきこ）氏 

日本貿易振興機構（ジェトロ） 

福島貿易情報センター所長 

吉田 樹（よしだ いつき）氏 

福島大学 経済経営学類 

2007 年 東京都立大学大学院都市科学研究科 

国際地域経済専攻 准教授 

博士課程 修了 

2007 年 首都大学東京 都市環境学部 
リサーチ・アシスタント 

2012 年 福島大学うつくしまふくしま未来支援 
センター 特任准教授 

などを経て、2013 年 4 月より現職。 

酒井 浩二（さかい こうじ） 

国土交通省東北地方整備局 
港湾空港部長 

1992 年 早稲田大学大学院 

2011 年 国土交通省 九州地方整備局 
博多港湾･空港整備事務所長 

2016 年 川崎市 港湾局長 

1992 年 運輸省 入省 

などを経て、2018 年 5 月より現職。 

理工学研究科 修了 

2014 年 国土交通省 港湾局 
海岸・防災課 危機管理室長 

1981 年 東京外国語大学外国語学部 修了 

1981 年 日本貿易振興会（ジェトロ） 入会 

2001 年 国際交流部 国際研修課長 

2009 年 仙台貿易情報センター 所長 

2015 年 横浜貿易情報センター 所長 

などを経て、2018 年 8 月より現職。 



                  

 

ＦＡＸ ： ０２４６－５３－２９１２ 

Ｅ－ｍａｉｌ：pa.thr-i-onahama@mlit.go.jp 

東北地方整備局 小名浜港湾事務所 企画調整課 行き 

 

 相馬港の利活用を考えるシンポジウム 取材申込書  
 

所 属 氏 名 連絡先 E-mail 

    

    

    

    

申込み期限 ： ２月５日（火）正午 

※連絡先欄には、代表者様の携帯電話など、常時連絡が取れる電話番号をご記入ください。 

 

 

別紙②  
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相馬港の利活用を考えるシンポジウム会場 位置図 

（別館「フェリーチェ」） 


